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男女共同参画意識調査2025
本調査は、森林研究・整備機構における男女共同参画の取り組みの効果を数値で検証すると
ともに、要望を把握することを目的として、2007年から概ね4年ごとに継続的に実施してい
ます。このポスターは2025（令和7）年に実施した第6回調査の結果を要約したものです。

森林研究・整備機構について
当機構は、林総合研究所、林木育種センター、森林整備センター、森林保険センターの４つの組織で
構成されています。森林及び林業に関する研究、林木の優良な種苗の生産及び配布、水源を涵養する
ための森林の造成や森林保険に関する業務を行っています。2026年4月時点で機構全体の正職員に占め
る女性の割合は、21.6%（233人/1081人）、及び管理職に占める女性の割合は8.5%（13人/153人）で
す。
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＊男女共同参画意識調査2025の報告書を作成するにあたり、当機構ダイバーシティ推進本部アドバイザーである東京科学大学社会連携・
DE＆I本部 DE＆I部門特任教授の菅野摂子先生よりコメントをいただきました。

意識調査2025の自由記述に現れる名詞、形容詞及び動詞の出現頻度を文字
の大きさで表したものです「職員」という文字が真ん中にあり、２番目に
大きな文字は「管理職」でした。「職員」と「管理職」が「仕事」,「業
務」,「多い」,「負担」といった文字に押しつぶされそうになっています
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